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はじめに －本資料の作成趣旨－０

山梨県では、道路、河川、砂防、森林、農業、都市施
設など、県民生活や地域経済を支える社会資本を計画的
に整備するため、令和２年３月に「山梨県社会資本整備
重点計画（第四次）」を策定しました。

第四次計画は、令和９年度のリニア中央新幹線開業を
見据え、開業効果を県全域へ波及させる取組をはじめ、
自然災害への備え、インフラの老朽化対策、持続可能な
まちづくりなどを進める計画としてスタートしました。

その後、リニア開業時期の延期や、国の「社会資本整
備重点計画（第六次）」及び「第一次国土強靱化実施中
期計画」との整合を踏まえ、令和７年度をもって第四次
計画を終了し、令和８年度からの新たな計画として「山
梨県社会資本整備重点計画（第五次）」を策定しました。

山梨県社会資本整備重点計画（第五次）はこちら

https://www.pref.yamanashi.jp/kendosom/syakaishihon-seibijyuuten-plan-5.html

※二次元バーコードからもご覧いただけます。

新山梨環状道路
（東部区間Ⅰ期）

本資料では、第四次計画期間において実施した主な取組に
ついて、実績や効果を写真・図表とともに整理しています。
これまでの社会資本整備により、地域間のアクセス向上、防
災・減災力の強化、安全安心な生活環境の確保、インフラの
計画的な維持管理など、県土づくりの基盤が着実に前進しま
した。

今後は、第五次計画のもと、県民一人ひとりの豊かさと安
全安心を支える社会資本整備を引き続き推進していきます。
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■ 令和２年度から令和７年度の６年間で、目標の4,600億円を上回る5,905億円を確保し、社会資本整備を推進

■ 公共投資の見通しを示すことにより、「地域のソフトインフラ」である建設産業における担い手の確保・育成、将来を見据えた
投資意欲の喚起に寄与

計画 実績

県「第四次計画」策定
想定事業量設定

(R2～R4 2,200億円)

国「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」

(R3～R7 概ね15兆円)

県「第四次計画」
想定事業量の見直し
(R2～R7 4,600億円)

目標の4,600億円
を上回る

最終実績：
5,905億円

(対目標128.4%)

国「防災・減災、国土強靱化
のための３か年緊急対策」

(H30～R2 概ね７兆円)

新たな試みとして、中長期的な展望に基づく想定事業量を公表

R2.3 策定

計画の想定事業量

令和２年度～令和４年度における想定事業量

概ね ２，２００ 億円

R3.3 改定

「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の
決定により想定事業量を見直し

計画の想定事業量

令和２年度～令和７年度における想定事業量

概ね ４，６００ 億円

622 651 651 651 651 651

120 120 120 120 120 120

当初予算 補正予算

R2 R3 R4 R5 R6 R7

H30.12 R2.3 R2.12 R3.3 R6.3 R7.10

国への積極的な要望活動や有利な地方債の活用等により、目標
の想定事業量4,600億円を１年前倒しで達成

計画期間を通じて、目標額の128.4％となる5,905億円を確保

安定的な事業量の確保により、社会資本整備の着実な推進と
建設産業の担い手確保・育成、将来を見据えた投資意欲の喚起
に寄与

R2  R3  R4  R5  R6  R7

当初予算

強靱化
予算

補正予算

150 239 240 236 290 309

695 
695 691 765 

795 802 

845 
934 930 

1,001 
1,084 1,111

想定事業量２

※13・16ヶ月予算を前提としている（＝「前年度補正予算」＋「当年度当初予算」）

令和２年度～令和７年度

５，９０５ 億円
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